
～ いつでもどこでも誰でも、働き、学べる世の中へ ～

全国の個人と企業が持つポテンシャルを
テレワークと学び直しによって最大化する実証プロジェクト

Empowered JAPAN実行委員会
info@empoweredjapan.com



28.3%
46.9%

の女性

女性262万人

男性107万人

約70% 22兆円

Empowered JAPANプロジェクト発足の背景 （2017年）

東京圏への人口集中 第一子出産時に離職 働く意思があるが働けない

人材不足による
2025年までのGDP損失

中小企業経営者による
人材不足実感

働く場所と住む場所が同じでなくてもよい、世の中へ

就業希望

ワーカー

フリーラン

ス・自営

ワーカー

企業

ワーカー
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Empowered JAPANの活動

①人材育成_スキルアップ
（企業とつなぐテレワーカー育成ソフト開発）

②地域企業のテレワーク促進 ③地元行政･企業･団体･個人とパートナー

地域創生の実現 –地域に人のいる社会-

地元定着・Uターン・移住促進

誰もが働ける社会の構築 -どこに居住しても仕事が見つかる社会-

一億総活躍社会実現（2017年11月） 高齢者・障がい者・短時間労働希望者

テレワークによる生き方改革

Empowered JAPANの活動の目標
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業種業界を超えたパートナーや政府・自治体との協働のもと
「テレワーク・働き方改革・遠隔授業」の更なる普及や「人材育成」を通じた「地方創生」に挑戦する実証プロジェクト

（事務局： 日本マイクロソフト株式会社）

全国における個人・組織向け
テレワークトレーニングの実証事業
（これまで50社と89個人が参画）

東京・地方におけるテレワーク啓蒙イベント
（これまで500名以上の動員）

松村茂 実行委員長
東北芸術工科大学デザイン工学部企画構想学科
教授（工学博士）、日本テレワーク学会特別顧問

野田聖子衆議院議員 リンダ・グラットン教授

若宮正子 氏

Empowered JAPANプロジェクトについて

井崎義治 流山市長 平井卓也 衆議院議員

秀島敏行 佐賀市長
内田康弘 岡崎市長



*Empowered Woman JAPANとしてスタート。

Empowered JAPAN実行委員会の主催イベント

後援： 総務省、経済産業省、厚生労働省、文部科学省、
流山市、佐賀市、岡崎市、みなかみ町、
一般社団法人日本テレワーク協会

東京（2018年） 佐賀（2019年）
共催： 佐賀新聞社
後援： 佐賀市、佐賀県、佐賀大学、佐賀商工会議所、

公益財団法人佐賀県女性と生涯学習財団
総務省、厚生労働省、国土交通省、
経済産業省九州経済産業局、文部科学省
一般社団法人日本テレワーク協会
NPO法人キャリアカウンセリング協会

共催： 岡崎市
後援： 総務省、厚生労働省、国土交通省、

一般社団法人日本テレワーク協会、
NPO法人キャリアカウンセリング協会

岡崎（2019年）
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Empowered JAPAN ご参画企業の事例

https://www.fmworld.net/biz/workstyle_henkaku/case/case19.html
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■主催： Empowered JAPAN実行委員会
■後援： 一般社団法人日本テレワーク協会
■事務局：日本マイクロソフト株式会社
■形式： 参加者だけではなく講師・事務局も一か所に集まらない完全ウェブセミナー、無料、事前登録不要
■録画： あり（原則として講演後24時間以内に無料公開。後日A4のレポートを無料公開）

テレワークと遠隔授業に関する緊急ウェブセミナー（コロナ対応支援）

57 講演

70 協力団体

19 万アクセス

エンパワードジャパン 検索

・佐賀市（佐賀県）
・佐賀県
・岡崎市（愛知県）
・南大隈町（鹿児島県）
・磐梯町（福島県）
・鎌倉市（神奈川県）
・小山市（栃木県）

連携自治体（2021年1月1日現在）

・流山市（千葉県）
・酒田市（山形県）
・吉川市（埼玉県）
・東広島市（広島県）
・朝日町（山形県）
・山形県
・上山市（山形県）

・八代市（熊本県）
・鈴鹿市（三重県）

*ご連携いただける自治体様はご連絡ください
info@empoweredjapan.com



青山学院初等部

大阪市立小路小学校

第一芙蓉法律事務所

千葉大学教育学部附属小学校

つがる市立育成小学校

東京学芸大学附属小金井小学校

兵庫県立神戸甲北高等学校

福島県磐梯町

協力パートナー一覧（2021年1月1日時点）

エンパワードジャパン 検索



Empowered JAPAN緊急調査（2020年6月30日発表）

【調査②概要】
■地方の中小企業経営者の在宅勤務・テレワークに対する意識調査

対象：地方の中小企業経営者 男女300名（※n＝300に関しては、在宅勤務の実施状況の有無でウエイトバック集計）
調査期間：2020年6月19日～2020年6月22日
調査方法：インターネット調査
※地方＝首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）、近畿（京都府、大阪府、奈良県、兵庫県）、東海（愛知県、岐阜県、三重県）などの大都市圏を除く県。

【調査①概要】
■首都圏のビジネスパーソンの在宅勤務・テレワークに対する意識調査
対象：首都圏で在宅勤務を実施中の20代～50代ビジネスパーソン 男女1,000名（均等割り付け）
20代男性 125名、20代女性 125名、30代男性 125名、30代女性 125名、
40代男性 125名、40代女性 125名、50代男性 125名、50代女性 125名、

調査期間：2020年6月19日～2020年6月22日
調査方法：インターネット調査
※首都圏＝東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県

首都圏で働くビジネスパーソン1000名

首都圏に住みながらテレワーカーとして地方の企業で働きたい

60.3％

地方の中小企業経営者300名

「都心部在住人材のテレワーカー採用」に在宅勤務実施経営者の興味

59.4％



語学 デザイン
人事/経理等
職務経験

業界経験
プログラミン

グ

スキルを活かせる企業と働く

創業 副業 転職 再就職

個人が持つスキル、これから持ちたいスキル

「通勤可能」圏内における限られた選択肢

多様な働き方を知る（事前説明会）

Step1 : マインドセット
コミュニケーション・チームビルディング・キャリア構築・ビジネススキル

Step2 : AI時代におけるＩＴスキル
セキュリティ・IT・AI活用

Step3 : テレワークスキル
労務関連・クラウドによる共同作業

Step4 : テレワークインターン
実際にテレワーカーとして職場体験、テレワーカーの受け入れ体験

アフターコロナを視野に地方創生プロジェクトの再始動

個人 企業

近日中に参画自治体・
企業の募集開始
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